
（１）バックグラウンド値の自動演算機能
（２）放射線検知部故障時の個別切り離し機能
（３）放射線量のグラフ及び位置表示
（４）外来ノイズ除去機能により検知器と制御器の長距離設置が可能
（５）データ保持機能(１年分)
（６）放射線検知時のみの自動プリントアウトも設定可能

（旧18シリーズと比較しておよそ160%の性能向上が図られております。）
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（標準タイプ合計4面使用）

１～１０km/hの間で設定が可能（設定値を超えると速度警報が表示されます）

2.5

対面型、逆Ｌ型、門型


